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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器本体を内蔵するキャビネットの適所に開設した開口部に合成樹脂製ホルダ板が配置
され、該ホルダ板に端子孔が開設されると共に、そのホルダ板の裏面に係合片が一体突設
され、プリント配線基板からなる支持基板上に端子が固着される電子機器であって、前記
端子孔を間に挟んで前記端子の高さと同一またはわずかに大きい間隔をおいて前記支持基
板に対向する当てリブが前記ホルダ板の裏面に一体突設されており、前記当てリブに対し
て前記端子の上端面が当接または接近されるように構成されており、
　前記端子の上端面と平行して延びるガイド板が前記ホルダ板および前記当てリブに一体
的に設けられており、
　前記当てリブの先端側は、前記ガイド板の先端側よりも突出しており、前記当てリブの
端子対向面は、前記ガイド板の端子対向面と面一で、かつ、前記ガイド板の先端側よりも
突出している前記当てリブの部分の端子側の面は、先端側に向って前記支持基板との間の
間隔が大きくなるように構成されている、電子機器。
【請求項２】
　前記当てリブは、前記端子孔の中心を通り前記ホルダ板を横断する直線に沿って配置さ
れている、請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記係合片は、前記係合片の突出方向から見て、水平部分と垂直部分とを含む略Ｔ字形
状を有し、
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　前記支持基板は、前記略Ｔ字形状の係合片の前記垂直部分の先端に当接するように前記
係合片に係合している、請求項１または２に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶テレビやディスク装置（例えばＢｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ式のレコーダ
またはプレーヤ）などの電子機器に関し、特に、Ｓ端子の取付け及び固定を簡単安価な構
造で容易に行うことができるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器の一例として図５の斜視図に示すものがあり、これは液晶テレビであって、液
晶モジュ－ル（機器本体）１がフロントキャビネット２ａ及びリアキャビネット２ｂから
なるキャビネット２に内蔵され、該キャビネット２の側面に開設した開口部３に合成樹脂
製ホルダ板４が配置され、該ホルダ板４に複数（この例では４つ）の端子孔４ａ～４ｄが
開設され、その各端子孔４ａ～４ｄにＳ端子５及びＲＣＡ端子６の接続部５ａ，６ａが挿
入されている。なお、７はスタンドである。
【０００３】
　図６～図８は従来の端子取付構造を示すものであって、図６は同構造の分解斜視図、図
７は同構造の水平断面図、図８は図７のＤ－Ｄ矢視図である。
【０００４】
　図６～図８に示すように、前記Ｓ端子５及びＲＣＡ端子６はプリント配線基板からなる
支持基板９上に固定され、該支持基板９の端縁を挟持するための複数の係合片１０，１１
がホルダ板４の裏面に一体突設され、Ｓ端子５の上端面５ｂの一側縁に円筒部５ｃが一体
突設され、該円筒部５ｃに対向してホルダ板４にビス１２を挿通するためのビス挿通孔１
３が貫設され、液晶モジュール１のシャーシ１５にプレス加工を施すことにより一対の支
持台１５ａが形成され、該各支持台１５ａの頂部にねじ孔１７が形成され、該ねじ孔１７
に対向して支持基板９にビス１８を挿通するためのビス挿通孔１６が貫設されている。な
お、図７及び図８中、１９は支持基板９と液晶モジュール１の制御基板（図示せず）とを
接続するためのフレキシブルフラットケーブルである。
【０００５】
　組立手順を説明すると、図６に実線で示す状態から支持基板９の端縁を係合片１０，１
１間に差し込んで係合させることにより（図６仮想線参照）、該支持基板９を両支持台１
５ａ上に載置し、Ｓ端子５及びＲＣＡ端子６の接続部５ａ，６ａをホルダ板４の各端子孔
４ａ～４ｄに挿入し、ビス１８をビス挿通孔１６を通って支持台１５ａのねじ孔１７にね
じ込むことにより、支持基板９をシャーシ１５に固定する。続いて、ビス１２をビス挿通
孔１３を通ってＳ端子５の円筒部５ｃ内にねじ込むことにより、該Ｓ端子５をホルダ板４
に固定する（図７及び図８参照）。
【０００６】
　図８に示すように、Ｓ端子５にコード２０ａを接続する場合には、該コード２０ａの先
端のプラグ２０を把持してＳ端子５の接続部５ａに押し付けて嵌合させる。同様の手順で
各ＲＣＡ端子６の接続部６ａにもコード付きプラグ（図示せず）を接続する。なお、関連
する技術として特許文献１に記載したものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０００－２２３２２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記構成では、図６に示すように、Ｓ端子５の接続部５ａの突出長さｔが短くて、該接
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続部５ａが端子孔４ａ内に没入状態で位置しており、その接続部５ａに対してプラグ２０
を接続し難い構造になっているから、そのプラグ２０を接続部５ａに強く押し込んで接続
する必要があり、その押込力がＳ端子５を浮き上がらせて支持基板９から剥離させようと
する方向にかかって、そのＳ端子を支持基板９に接続する半田付けが緩んでガタついたり
、その半田付けが損傷されるおそれがある。
【０００９】
　従来、上記問題点を解消するため、ビス１２でＳ端子５をホルダ板４に止着することに
より、そのＳ端子５が支持基板９から剥離されないように補強しているが、これでは、ビ
ス１２を用いていることから、部品点数が多くなり、コストアップになると共に、ビス１
２の止着作業に手間がかかってが面倒である。
【００１０】
　本発明は、上記従来の欠点に鑑み、Ｓ端子の取付け及び固定を簡単安価な構造で容易に
行うことができるようにした電子機器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、機器本体を内蔵するキャビネット
の適所に開設した開口部に合成樹脂製ホルダ板が配置され、ホルダ板に端子孔が開設され
ると共に、そのホルダ板の裏面に係合片が一体突設され、プリント配線基板からなる支持
基板上に端子が固着される電子機器であって、端子孔を間に挟んで端子の高さと同一また
はわずかに大きい間隔をおいて支持基板に対向する当てリブがホルダ板の裏面に一体突設
されており、当てリブに対して端子の上端面が当接または接近されるように構成されてお
り、端子の上端面と平行して延びるガイド板がホルダ板および当てリブに一体的に設けら
れており、当てリブの先端側は、ガイド板の先端側よりも突出しており、当てリブの端子
対向面は、ガイド板の端子対向面と面一で、かつ、ガイド板の先端側よりも突出している
当てリブの部分の端子側の面は、先端側に向って支持基板との間の間隔が大きくなるよう
に構成されている。
【００１２】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、当てリブは、端子孔の中心
を通りホルダ板を横断する直線に沿って配置されている。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の発明において、係合片は、係合片
の突出方向から見て、水平部分と垂直部分とを含む略Ｔ字形状を有し、支持基板は、略Ｔ
字形状の係合片の垂直部分の先端に当接するように係合片に係合している。

 
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１に記載の発明によれば、Ｓ端子の接続部にプラグを強く押し込んで接続したと
きに、その押込力によりＳ端子が浮き上がって支持基板から剥離されようとするのを当て
リブで押さえるので、そのＳ端子を支持基板に接続する半田付けが緩んでガタついたり、
その半田付けが損傷されることがなく、支持基板に対するＳ端子の固定状態を確実に維持
することができる。
【００１５】
　前記当てリブがホルダ板に一体突設されているので、部品点数が増加せず、従来のＳ端
子止着ビスを用いる場合に比べて、コストダウンを図ることができ、また、ホルダ板にビ
ス挿通孔が無いので、そのホルダ板の外観を良好に維持することができる。
【００１６】
　更に、支持基板の端縁を係合片に係合させると共に、その支持基板をキャビネット内の
シャーシに止着するだけで、Ｓ端子を所定位置に固定することができ、従来のＳ端子止着
ビスを用いる場合に比べて、組立作業を迅速容易に行うことができる。
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【００１７】
　請求項２に記載の発明によれば、ガイド板に沿ってＳ端子をスライドさせることにより
、該Ｓ端子の接続部を端子孔に確実容易に挿入することができる。
【００１８】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１及び２に記載した効果と同等の効果を有する
ものであって、特に、Ｓ端子の取付け及び固定を簡単安価な構造で容易に行うことができ
るようにした使い勝手が良好な液晶テレビを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の一形態である電子機器の端子取付構造を示す分解斜視図である。
【図２】同構造の水平断面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ矢視図である。
【図４】（ａ）は同要部の拡大横断面図、（ｂ）はＢ－Ｂ矢視図、（ｃ）はＣ－Ｃ矢視図
である。
【図５】電子機器の一例を示す斜視図である。
【図６】従来の端子取付構造を示す分解斜視図である。
【図７】同構造の水平断面図である。
【図８】図７のＤ－Ｄ矢視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１～図４は本発明の実施の一形態である電子機器を示すものであり、これは液晶テレ
ビであって、Ｓ端子用端子孔４ａを間に挟んでＳ端子５の高さｈと同一またはわずかに大
きい間隔Ｈをおいて支持基板９に対向する当てリブ２２がホルダ板４の裏面に一体突設さ
れている。
【００２１】
　前記当てリブ２２は、細長板状であって、Ｓ端子用端子孔４ａの中心Ｏを通ってホルダ
板４を横断する仮想線Ｍに沿って配置され、その当てリブ２２のＳ端子対向面２２ａがホ
ルダ板４の裏面に対して垂直方向に沿って延び、そのＳ端子対向面２２ａから当てリブ２
２の先端に向けて外広がりの円弧面２２ｂが形成されており、その円弧面２２ｂに沿って
Ｓ端子５をガイドする。
【００２２】
　前記当てリブ２２のＳ端子対向面２２ａと面一状でＳ端子５の上端面５ｂと平行して仮
想線Ｍとは直交する仮想線Ｎに沿って延びるガイド板２３がホルダ板４及び当てリブ２２
に一体突設されている。
【００２３】
　組立手順を説明すると、図１に実線で示す状態から支持基板９をホルダ板４に接近させ
、Ｓ端子５の上端面５ｂを当てリブ２２の円弧面２２ｂからガイド板２３に沿ってスライ
ドさせることにより、該Ｓ端子５及びＲＣＡ端子６の接続部５ａ，６ａを各端子孔４ａ～
４ｄに挿入し、支持基板９の端縁を係合片１０，１１間に差し込んで係合させ（図１仮想
線参照）、該支持基板９を両支持台１５ａ上に載置し、図２及び図３に示すように、ビス
１８をビス挿通孔１６を通って支持台１５ａのねじ孔１７にねじ込むことにより、支持基
板９をシャーシ１５に固定する。
【００２４】
　図３に示すように、Ｓ端子５にコード２０ａを接続する場合には、該コード２０ａの先
端のプラグ２０を把持してＳ端子５の接続部５ａに押し付けて嵌合させる。同様の手順で
各ＲＣＡ端子６の接続部６ａにもコード付きプラグ（図示せず）を接続する。
【００２５】
　上記構成によれば、Ｓ端子５の接続部５ａにプラグ２０を強く押し込んで接続したとき
に、その押込力によりＳ端子５が浮き上がって支持基板９から剥離されようとするのを当
てリブ２２で押さえるので、そのＳ端子５を支持基板９に接続する半田付けが緩んでガタ
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態を確実に維持することができる。
【００２６】
　前記当てリブ２２がホルダ板４に一体突設されているので、部品点数が増加せず、従来
のＳ端子止着ビス１２（図６参照）を用いる場合に比べて、コストダウンを図ることがで
き、また、ホルダ板４にビス挿通孔１３（図６参照）が無いので、ホルダ板４の外観を良
好に維持することができる。
【００２７】
　更に、支持基板９の端縁を係合片１０，１１に係合させると共に、その支持基板９をキ
ャビネット２内のシャーシ１５に止着するだけで、Ｓ端子５を所定位置に固定することが
でき、従来のＳ端子止着用ビス１２（図６参照）を用いる場合に比べて、組立作業を迅速
容易に行うことができる。
【００２８】
　しかも、ガイド板２３に沿ってＳ端子５をスライドさせることにより、該Ｓ端子５の接
続部５ａを端子孔４ａに確実容易に挿入することができる。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　上記実施の形態では、液晶テレビを例にあげて説明したが、これに限定されるわけでは
なく、例えばディスク装置（例えばＢｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ式のレコーダまたはプレー
ヤ）などのＳ端子を備えた各種の電子機器にも適用される。
【符号の説明】
【００３０】
　１　　　　　液晶モジュール（機器本体）
　２　　　　　キャビネット
　３　　　　　開口部
　４　　　　　ホルダ板
　４ａ～４ｄ　端子孔
　５　　　　　Ｓ端子
　５ａ　　　　Ｓ端子の接続部
　５ｂ　　　　Ｓ端子の上端面
　６　　　　　ＲＣＡ端子
　６ａ　　　　ＲＣＡ端子の接続部
　９　　　　　支持基板
　１０，１１　係合片
　１５　　　　シャーシ
　２０　　　　プラグ
　２２　　　　当てリブ
　２２ａ　　　当てリブのＳ端子対向面
　２３　　　　ガイド板
　ｈ　　　　　Ｓ端子の高さ
　Ｈ　　　　　支持基板と当てリブとの間の間隔
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